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　高野山大学密教学科を卒業し、一度は地元の書店で社
員として働く。しかし先代住職である祖父の死により、
２４歳で四国八十八箇所霊場、栄福寺の住職になったお
坊さんの“説法”というより“物語”のような一冊。「生と
死」に対する真摯な考えを、弘法大師の言葉を織り込み
ながら、わかりやすく、おもしろく教えてくれます。
著者自身はこの本を「若い坊さんの青春エッセイ」と言
っています・・・。（酒井 智寿子）

　ぼくは森へひとり散歩にでかけました。森では、
ライオンや熊、カンガルーやコウノトリなどに出会
い一緒に散歩をしておやつを食べ、かくれんぼをし、
たっぷりと楽しみます。迎えに来たお父さんの目に
は見えない動物たち。でもぼくは確かに遊んだので
す。作者マリー・ホール・エッツの絵本は、どれも
過度の甘さ、子どもにこびた所が一つもありません。
そこには、子どもの心の真に響く世界があります。

（井出 千穂）

今月のおすすめ本今月のおすすめ本 ～町図書館から～

10月の暦  　長持ち
 八幡武義  作 

白川　密成　著

マリー･ホール・エッツ  文/絵 
まさき　るりこ　訳
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『もりのなか』

『ボクは坊さん。』
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全
国
各
地
に
存
在
す
る
郷
土
か
る
た
。
多
く
は
絶
版
と
な
り
現
在

で
は
入
手
が
困
難
で
す
。
ふ
る
さ
と
の
財
産
「
諏
訪
い
ろ
は
か
る
た

（
信
濃
文
化
研
究
会
作
成
）
」
に
詠
わ
れ
た
か
る
た
を
紹
介
し
ま
す
。
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中
山
道
六
十
九
次
の
う
ち
、
下
の
諏
訪
宿
は
湯
の
町
と

い
わ
れ
た
。
江
戸
と
京
都
を
結
ぶ
官
道
中
山
道
は
、
別
名

木
曽
街
道
と
い
わ
れ
、
東
海
道
に
対
す
る
裏
街
道
で
あ
っ

た
。
下
の
諏
訪
は
和
田
宿
の
次
の
宿
で
あ
り
、
諏
訪
明
神

の
社
（
春
・
秋
宮
）
が
あ
り
、
多
く
の
泊
り
客
が
あ
っ
た
。

本
陣
岩
波
太
左
衛
門
の
「
か
め
や
」
に
は
、
西
国
の
藩
主

や
幕
府
の
高
官
、
ま
た
貝
原
益
軒
・
北
斎
・
広
重
な
ど
時
の
文
化
人
も
数
多
く
泊
っ
た
。
天

保
の
頃
の
記
録
で
は
、
旅
籠
が
四
十
二
軒
も
あ
り
、
客
引
き
が
道
に
立
ち
、
大
変
賑
わ
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
女
大
学
で
有
名
な
貝
原
益
軒
は
「
東
山
道
の
記
」
に
「
下
諏
訪
宿
は
和

田
嶺
の
坂
の
下
な
り
、
家
七
百
軒
ば
か
り
あ
り
、
人
多
く
集
ま
り
坂
の
下
り
口
に
は
諏
訪
大

明
神
あ
り
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
広
重
も
こ
の
旅
籠
で
の
食
事
の
図
を
描
い
て
い
る
。

下
諏
訪
宿
は
中
山
道
と
甲
州
街
道
と
の
分
岐
点
で
も
あ
っ
た
。

　
霧
ヶ
峰
高
原
は
、
古
代
人
に
と
っ
て
こ
の
上
も
な
い
食

料
の
宝
庫
で
あ
っ
た
。
矢
の
根
石
を
産
し
、
梓
弓
の
材
料

も
沢
山
あ
っ
た
神
氏
一
族
は
こ
こ
を
御
狩
野
と
言
っ
て
巻

狩
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
こ
こ
に
山
の
神
を
祀
っ
て

御
射
山
と
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
は
こ
の
御
射
山
に
全
国
の

強
者
ど
も
が
集
ま
っ
て
、
犬
追
物
・
流
鏑
馬
な
ど
の
武
技

を
競
っ
た
。
「
信
濃
奇
勝
録
」
に
よ
る
と
、
御
射
山
の
神
社
を
中
心
に
御
神
楽
殿
な
ど
の
穂

屋
が
造
ら
れ
、
斜
面
に
は
、
武
将
の
桟
敷
と
な
る
土
壇
が
階
段
状
に
造
ら
れ
、
北
条
・
梶
原

な
ど
の
武
将
の
桟
敷
や
、
信
濃
侍
・
甲
州
侍
の
大
部
隊
の
桟
敷
も
造
ら
れ
た
。
御
射
山
が
山

の
神
の
聖
地
と
さ
れ
た
の
は
陰
暦
七
月
の
終
り
に
、
日
・
月
・
星
の
三
光
を
同
時
に
拝
す
る

こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
る
。
な
お
、
現
在
の
下
社
御
射
山
は
大
社
の
近
く
に
移
さ

れ
て
、
霧
ヶ
峰
の
も
の
は
旧
（
ふ
る
）
御
射
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
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み
さ
や
ま

ふ
る

き
ょ
う
ぎ
じ
ょ
う

な
か
せ
ん
ど
う

霧
ヶ
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古
き
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場

ギ
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〜
下
諏
訪
美
術
展
よ
り
〜

～郷土かるたで故郷発見～

力作、一堂に！力作、一堂に！

み
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や
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ら
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り

い
ぬ
お
う
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の

や
ぶ
さ
め


